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（説明趣旨）

未病領域のデータ集積を開始するという、大きなポイントである。

MDVは、「個の時系列データ」をテーマに創業した。
未病・病気、それぞれのポイントで役立つデータを提供するという視点において
「個の時系列データ」ということが重要となる。

ただ、創業答当時は２人で始めた会社なので、
全領域のデータに手をつけることは難しかった。

その中で、一番データ集積が難しいのはどこかと考え、
外に出すという文化が全くなかった診療データ領域から手をつけ始めることとした。
その結果として、現状は国民の5人に1人のデータを集積するに至った。

そして今般、いよいよ未病領域のデータ集積に足を踏み入れることになった。

2



（説明趣旨）

MDVはDPCデータを保有しており、これからも自然に増えていくだろう。

しかし、次のMDVの軸足はオプトインリアルタイムデータに移行していく。
「CADA-BOX」できっかけは作っているが、
この事業で本格的に移行していく。

オプトインリアルタイムデータとは、
個人から利用の同意を得てリアルタイムに集積したデータのことである。
二次利用の同意を得た診療情報、健診・検診情報が当社のデータベースに集積される。
これ以上に価値のあるデータは思いつかないので、
オプトインリアルタイムデータに軸足を移していく。

本事業は、そのきっかけとなるものである。
他の企業はDPCデータを集めているフェーズだが、
我々は先行して、次のフェーズであるオプトインリアルタイムデータを集積していく。
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（説明趣旨）

これからは、DPCデータとオプトインリアルタイムデータを相互に集積し、
「さくらデータバンク」として成長させていく。
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（説明趣旨）

DPCデータとオプトインリアルタイムデータが集積された「さくらデータバンク」を利用して、
2025年には8,259億円となる医療ビッグデータ市場の何割かを勝ち取っていく。

そのために今、このデータバンクを強固に作っていく。
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（説明趣旨）

また、本事業はIoT・AI活用事業を進めていくための布石である。
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（説明趣旨）

未病領域に入っていくにあたり、まずは健診・検診データの領域からスタートする。
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（説明趣旨）

この事業は、
早期発見・早期治療を実現するためにも有効であり、
社会的な意義がある。

医療費は42兆円を超え、医療診療費が30兆円を超えている。
生活習慣病は9兆円以上ある。
健診・検診を受ける人は沢山いるが、
それ以降の受診までの行動導線がないために、
生活習慣病を招いていることは否定できない。

我々のサービスは、医療機関への受診・治療へ行動誘致する。
9兆円以上の何割かを削減できる有効なサービスだと考える。
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（説明趣旨）

健診施設や検診バスで生活者が受診する際に、
個人から二次利用の同意を得る。
二次利用の同意をいただければ、
「カルテコ」で医用画像や診療情報を返します、
という同意である。
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（説明趣旨）

将来的には約2,200万人の健診・検診データを集積する。
これは健診を受ける人をおおよそ5,400万人とし、
そのうち、異常所見がつく割合は約50％という計算から導きだしたものである。
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（説明趣旨）

健診施設に対して「けんしんBOX」を導入する。
これは「CADA-BOX」の健診施設版である。
「CADA-BOX」自体はすでにシステムが完成しているので、
「けんしんBOX」への新たな大きな投資というのはない。
施設からは、導入費と利用費をいただくという仕組み。
また、バス検診でもデータを取っていく。

生活者が健康であるときも病気であるときも、
「カルテコ」のIDは統一された状態で、
つまり同じ人という認識でさまざまなデータが集積できる。
それには、診療情報、健診・検診情報、画像データも入っている。

これによって、AIを利用した個の時系列データ分析、
広告・プロモーションサービス、製薬会社への分析データ提供、
そして今般サービス開始する、
「生活者へのドクターアドバイスサービス」が提供できるようになる。
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（説明趣旨）

2016年検査・人間ドックの市場規模は9,100億円ある。
医療ビッグデータ市場よりも大きな市場である。

我々は、子会社も含めたトータルなサービスで生活者・患者のメリットに貢献していく。
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（説明趣旨）

健診・検診といっても色々なフィールドがあるが、
まずは乳がん領域からスタートする。

乳がんの罹患率を我々のデータで分析したところ、
若年層の罹患率が高いことが明らかになった。
40代以上となると、非常に高い数値である。

よって、生活者・患者メリットの創出という意味で、
まず乳がん領域からはじめることにした。
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（説明趣旨）

乳がん検診推計受診者数は1,200万人を超えるが、
40歳以上の人口で考えると3割程度の人しか受けていない。
よって、まだこれから増えていくだろう。
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（説明趣旨）

そして我々は、アジアNo.1の女性医療を目指す相良病院様と提携した。
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（説明趣旨）

相良病院様との主な提携内容は、2つある。
一つ目は、MDV検診バスを使い、
相良病院の検診を全国に展開することでデータ収集すること。

二つ目は、相良病院のドクターに
患者向けアドバイスサービスに参画していただくこと。
集積したデータを使って、質の高いアドバイスを提供していただく。
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（説明趣旨）

健診・検診データの利活用事業は、第一弾として「SCAPO」から始める。
「SCAPO」は、メディカル・データ・ビジョン株式会社の100％子会社である
株式会社Doctorbookが提供するサービスである。
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（説明趣旨）

「SCAPO」とは、

生活者自身が診療データや健診・検診データを保有した上で、

「カルテコ」を通じて専門医にアドバイスを求められるサービスである。

厚生労働省のデータによると異常所見がでる確立は54.1％とされる。

しかし、異常所見がでたけれども、病院に行かなかった人が多くいる。

何故かというと、異常所見がでても自覚症状がない、

再度検査をうけることが面倒という人が多いからであろう。

そうこうしているうちに、次の年の健康診断がやってくる。

自分自身もそのようなことを経験した。
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（説明趣旨）

「カルテコ」には、実際にドクターが見ている医用画像も格納されている。
それら「カルテコ」で保管している自分のデータを使うことで、
健診・検診結果について、
「SCAPO」上で医師のアドバイスを受けることができる。

アドバイスをするドクターにおいても、
そのようなデータを実際に見ながらアドバイスができる。

しかも、煩わしい手間もなく、手の出しやすい価格で受けられる。

もし過去の自分がこのようなサービスを使えたなら、
確実に使っていただろう。
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（説明趣旨）

この事業を中心に推進するのがMDVチェックアップという会社。
健診・検診のデータを集積するために、
施設に「けんしんBOX」を導入していく。
すでに、1件の導入が決まっている。

そしてさらに、
今までは健診センター、病院などを介してデータ集積していたが、
今回は自分たちでも検診バスを持って自らデータを取りにいく。

相良病院はこの領域において高いブランド力を持っているので、
こちらに健診してもらいたいという企業や団体が多い。
しかし、すべてに手が回らないのが現状である。
我々は、そういった団体の健診をフォローしつつ、
相良病院と一緒になって乳がん領域で早々に事業を進めていく。
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